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１．はじめに 

広島県中学校数学教育実践研修会は，広島大学附属東雲中学校の副校長を

歴任した神原一之と佐伯陽が平成 23（2011）年に発足させた会である（神原

ほか，2012）。本研修会のめざすところは，広島県内の中学校数学科教師に焦

点をあてた授業実践力の向上である。これまでに 24 回の実践研修会を実施し

てきており，その詳細は右のＱＲコードを参照していただきたい。 

 広島県内の中学生の数学力を高めるためには，数学科教師の日々の授業実践力を向上させるこ

とが不可欠であり，その取り組みはこれまでに様々になされてきた。しかしながら，広島県内に

は 600 名を超える中学校数学科教師がおり，広島市内では 150 名を超え，その規模が大きなこと

も影響して，なかなか一筋縄に意図的・計画的・組織的・継続的な取り組みを実施することが難

しかった。また，当時は教師の大量退職に伴う新規採用者が増加し始める時期にあり，ベテラン

教師の知恵や学びを継承することが大きな課題であった。 

 そこで広島大学附属東雲中学校数学科が主導して，広島県教育委員会及び広島市教育委員会の

後援を受けながら，広島県中学校教育研究会数学部会及び広島市中学校教育研究会数学部会と共

催で本研修会を運営してきた（図１）。本研修会の主たる形式は，広島県内の公立中学校の現職教師

が東雲中学校の生徒を対象として授業を行った後に，事後検討会を実施する。 

 

 
図１ 広島県中学校数学教育実践研修会の連携組織図 

 

 本稿では，東雲中学校が「子どもがいる教育センター」としての機能を果たしている本研修会の経

過と今後について論述する。 
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Progress and future of a training seminar to help junior high school mathematics teachers in Hiroshima 

Prefecture to effectively conduct lessons 



２．研修会の経過概要 

 本研修会の平成 23～25 年を創業期，平成 26～27 年を成長期，平成 28～令和元年を発展期，令和２

年以降を成熟期として，期間ごとに区切りながら述べる。創業期は研修システムの構築，成長期は運

営システムの強化，発展期は研修会の質向上，成熟期は公的機関との連携強化が図られた。 

まず，本研修会はこれまでに 24 回実施しており，その概要は次のようになる（表２）。 

 

表２ 広島県中学校数学教育実践研修会の経過概要 

 回 期 日 授 業 者 所 属（当時） 内    容 

創 

業 

期 

１ H23.2 河嵜 祐子 広島大学附属東雲中学校 確率・錯角の組数（２年） 

２ H23.5 西森 千博 庄原市立庄原中学校 文字式・地球の周りのロープ（２年） 

３ H23.9 宮岡 英明 世羅町立世羅西中学校 １次関数・携帯電話のプラン（２年） 

４ H24.2 的場 直行 府中町立緑ヶ丘中学校 空間図形・投影図（１年） 

５ H24.6 惣明 祐子 広島市立五日市中学校 正負の数・魔法陣（１年） 

６ H24.9 前田 大輔 熊野町立熊野中学校 文字式・２ケタの自然数（２年） 

７ H25.2 藤澤 拓久 東広島市立高美が丘中学校 相似・校舎の高さ（３年） 

８ H25.6 渡部 純一 広島市立白木中学校 課題学習・円周率の値（３年） 

９ H25.9 奥村 圭太 福山市立城南中学校 円・船の位置（３年） 

成 

長 

期 

10 H26.7 天野 秀樹 広島大学附属東雲中学校 課題学習・籠に入るボールの数(３年) 

11 H26.10 中木 俊宏 広島県立広島中・高等学校 円・円周角の定理の逆（３年） 

12 H27.3 川口 あけみ 広島市立砂谷中学校 四角形・ハトメ返し（２年） 

13 H27.6 吉田 修久 広島市立瀬野川中学校 統計・フェルミ推定（１年） 

14 H27.10 河内 美保 広島市立翠町中学校 空間図形・正多面体（１年） 

発 

展 

期 

15 H28.3 伊藤 宗憲 呉市立郷原中学校 資料の活用・ﾓﾝﾃｨﾎｰﾙ問題(１年) 

16 H28.6 丸山 智 安芸太田町立戸河内中学校 ２次方程式・ジグソー法(３年) 

17 H28.12 馬場 裕也 広島市立翠町中学校 相似・四角形の各辺の中点(３年) 

18 H29.7 小林 奏美 廿日市市立吉和中学校 文字式・式の値の大小（１年） 

19 H30.6 奥田 努 福山市立加茂中学校 文字式・数の石垣（１年） 

20 R1.7 神原 一之 武庫川女子大学 文字式・問題づくり（２年） 

成 

熟 

期 

21 R2.12 玉置 翔大 庄原市立庄原中学校 データの活用・箱ひげ図（２年） 

22 R4.12 串田 聡司 呉市立片山中学校 角・星形五角形（２年） 

23 R5.6 豊内 智仁 広島大学附属東雲中学校 ICT・GeoGebra の効用(全学年) 

24 R7.6 山田 大希 広島市立五日市中学校 データの活用・PPDAC（２年） 



 

次に，平成 23（2011）年２月に発足した本研修会の成果を，期間ごとに述べる。 

 

2-1．創業期（研修システムの構築）における成果 

 初回から全部で９回の研修会を実施した。そこで研修

システムを構築させたことが成果である。その具体は，

公立中学校の教師が附属学校である東雲中学校の生徒に授

業をしたこと，幅広い経験年齢で協議会のグループ構成

をする中で若手教師に意図して発言させたことの２つが

主である。その結果，当時の授業者は現在，各市町の指

導主事や管理職になっており，広島県内の中学教育及び

数学教育を先導する役割を果たしている。 

 

2-2．成長期（運営システムの強化）における成果 

 第 10 回から全部で５回の研修会を実施した。この期間における第１の成果は，本研修会を運営

するための組織化を進めたことである。先述した図１の運営システムを構築させたことにある。

広島県内に所属する 600 名を超える中学校数学科教師が本研修会を知り，参会・連携するために

広島県中学校教育研究会数学部会が運営する支部長会や研究推進委員会と連携した。これらの会

は，廿日市・大竹，江田島，安芸，東広島，呉，安芸高田，山県，三次，庄原，三原，豊田竹原，

尾道，世羅，府中，神石，福山の各支部を代表した数学科の管理職や教師が参加する。この会を

契機として，本研修会の参会者を募ったり，授業者を推薦や立候補によって決定したりすること

による連携した取り組みが進められるようになった。実際は，平成 28 年より呉→山県→広島市→

廿日市→尾道→福山の順で，本研修会と各支部が連携して授業者を決定するようになった。 

 第２の成果は，本研修会で公開する

授業をチームで作る形式にしたことで

ある。授業者が所属する各支部の研修

会で指導案を練ることはもちろん，東

雲中学校で指導案を検討するチーム会

を編成した。また，広島県中学校教育

研究会数学部会と連携して，広島県内

の中学校数学科教師に指導案をメール

で配信し，相互にやり取りできるよう

にした。その結果，例えば，平成 26 年

度に６回のチーム会に参加した川口教

諭は，「具体的な事象から教材を探すこ

とや主発問を構想することなど，授業

づくりに対する新たな視点を体得でき

た。」と述べている。 

 



2-3．発展期（研修会の質向上）における成果 

第 15 回から全部で６回の研修会を実施した。この

期間における成果は，本研修会に参会した教師が授業

実践力を向上させた様子を明らかにできたことである。

その一例として，平成 28 年度に実施した２回の本研

修会やそれに向けた６回のチーム会に参加した馬場教

諭は，子どもたちの状態に合わせながら授業を巧みに

進めようとする考えをもつようになった（天野ほか，

2017）。図３は，その際の馬場教諭におけるエピソード記録の一部である。 

 

エピソード①－４月 13 日（水）インタビュー調査 

筆者「今日の授業で学んだことはありますか」 

Ba 教諭「文字式の計算が困難な生徒が出てきそうな場面で，グループ活動を設定したタイミングが勉強になりま した。 

生徒の反応を敏感に感じとって授業をセッティングする視点が大切だと思いました」 

エピソード②－５月 16 日（月）協議会の発話記録 

筆者「自分で授業をしてみての感想を教えてください」 

Ba 教諭「斜め前の生徒とのミーティングタイム等，生徒どうしを交流させることで思考力をアップさせる方法は試行錯誤 

しながら自分のものにできてきていると思います」 

エピソード③－６月 15 日（水）協議会の発話記録 

筆者「授業を観察して，気になったことは何ですか」 

Ba 教諭「折り紙や電卓など，実物をわたす前には少し問答を生徒とする必要があると思います。そのことによって， 

予想したりイメージしたり，ある程度まで生徒の思考を引きあげられると考えました」 「「７cm ぐらい」とか「7.07  

より大きい」というように，生徒が自分なりに表現することを H 先生（授業者）は 拾っていたと思います。それら 

の生徒の意見をつなげられたら，もっと思考は深まっていったと思いました」 

エピソード④－６月 25 日（土）質問紙調査 

質問「授業を観察して，学んだことを書いてください」 

Ba 教諭「意図的に指名して生徒に考えさせる機会の作り方が勉強になりました。声に出させる以外の発表方法もたく 

さんあることを知りました。生徒が授業の中で成長する機会を作られており自分もそんな授業をしたいと考え 

ました」 

質問「講演を聴いて，学んだことを書いてください」 

Ba 教諭「どんな素材でも，教師力があがらなければ良い教材にはならないことがわかった」 

エピソード⑥－９月 28 日（水）協議会の発話記録 

筆者「授業を観察して，気になったことは何ですか」 

Ba 教諭「解けた生徒をリトル・ティーチャーとしてできていない生徒に派遣させるやり方は，これも有りだと思いました。  

ただ，その中でできていない生徒のところに派遣させる声かけのタイミングが絶妙だと勉強になりました」 

エピソード⑧－12月 10日（土）協議会の発話記録 

Ba 教諭「今日授業を実際にやらせていただき，解答にはたどりつかない補助線を引いている生徒が予想通りいま 

した。そのときに適切な声かけが思いつかず授業を迎えてしまいました。そのときの声かけを教えていた 

だきたいです」 

図３ 馬場教諭のエピソード〔一部〕（天野ほか，2017） 

 



2-4．成熟期（公的機関との連携強化）における成果 

第 21 回から全部で４回の研修会を実施した。この期間での成果は，コロナ禍のような社会の危

機状況にあっても本研修会を充実させられたこと，広島県立教育センターや日本数学教育学会，

公益財団法人日本教育科学研究所のような教育を助成する外部機関と連携して本研修会を運営で

きたことにある。 

第１に，コロナ禍においても 43 名の現職の数学科教師を集結

させ，対面での研修会を実現させたことである〔令和２年 12 月〕。

これは，広島県の中学校数学科教師が日々の授業実践力を向上さ

せるニーズがあることを物語っている。 

第２に，広島県算数・数学教育研究大会の開催に向けて本研修会が助力したことである。広島

県算数・数学教育研究大会は，コロナ禍に余儀なく開催ができなくなり，現在は復活してきてい

るものの，隔年で開催することになっている。令和５年の第 74 回広島県算数・数学教育研究

（呉）大会において対面での研究大会を復活させるために，事前の授業研修協議を広島県中学校

教育研究会数学部会と連携して本研修会が担った〔令和４年 12 月〕。 

第３に，教育の現在的課題解決に向けた取り組みを広島県立

教育センターと連携して実施したことである〔令和５年６月〕。

日々の通常授業において，ICT を活用して個別最適な学び・協

働的な学びを実現するアイデアを現場の数学科教師は求めてい

た。本研修会では教育センターが開催する講座運営を担って，

実際には広島市内にある広島県自治総合研修センターにて，

GeoGebra を使用した授業の進め方について，各支部の代表者に向けた研修会を実施した。 

 第４に，日本数学教育学会が主催する全国の授業研修会である第８回中学校数学授業づくり研

究会の運営を，本研修会が協力して開催したことである〔令和５年２月〕。広島県中学校教育研究

会数学部会及び広島市中学校教育研究会数学部会と連携して，坂町立坂中学校第１学年の数学科

授業をオンラインで全国の数学科教師に公開した。そして，数学的活動を充実させる空間図形の

授業について，広島県内の中学校数学科教師と全国の数学教育関係者とで協議した（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 広島県内の中学校数学科教師と全国の数学教育関係者との協議資料 



３．研修会の今後 

 新学習指導要領を見据えた論点整理（文部科学省，2025）では，現場の教師が「明日の授業は

とりあえず教師用指導書を使って何とかしよう」，「経験が少ないので，他の教師の授業を見たい，

もっと研修や教材研究が必要だけど，時間がない」といった負担感があることを指摘している。

一方で，広島県内の中学校数学科教師は，「中学生の数学の学力をあげたい」，「探究する授業がで

きるようになりたい」といった授業実践力の向上意識をもっていることが，各研修会アンケート

から分かる。これらの日々繁忙な現況の中で，授業実践力を向上させるための授業研修会のあり

方を再考する必要がある。 

 第１に，対面での授業研修会については，広島県内

の中学校数学科教師からのニーズがあるだけに，中身

を再検討しながら継続することである。最近は，広島

県中学校教育研究会数学部会における各支部で定例に

開催される研修会と連携して，本研修会で公開する授

業の事前研修会を実施（図５）したり，公開する授業

を各中学校で事前に実施して動画を持ち寄ったりする

取り組みができるようになった。これらのように，た

だ対面での授業研修会を開催するだけではなくて，それ   図５ 第 25 回研修会の事前研修会 

にともなって実際の授業づくりを多くの数学科教師とともに検討できるような取り組みも実施し

ていきたい。 

 次回の本研修会は，第 25（100÷４）回記念大会として，令和８年６月に広島県の近隣県の代

表教師が東雲中学校の生徒に向けて授業を公開する予定である（図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 第 25 回広島県中学校数学教育実践研修会の広告〔一部〕 



 第２に，オンラインでの授業研修会

を創出することである。対面での授業

研修会以外で授業実践力を向上させた

い先生方や対面の機会に出張すること

が難しい先生方に向けた取り組みであ

る。 

現在のところ，広島県中学校教育研

究会数学部会及び広島市中学校教育研

究会数学部会と連携し，令和８年度よ

り Uber Lesson Study－Hiroshima を

始動する予定である（図７）。この取

り組みはまず，広島県内の数学科教師

がアドバイザーに公開する授業の期日

をメールすると，マッチングするアド

バイザー一人が決定する。そのうえで，

公開する授業の直前に授業者が，自分

のタブレットを教室の後方からスイッ

チオンして授業を実施すれば，授業を

終えて職員室に戻った時には，アドバ

イザーからのコメントが見られるシス

テムである。 

 

図７ Uber Lesson Study－Hiroshima の広告〔一部〕 

 

４．まとめ 

 平成 23（2011）年に広島県内の中学校数学科教師の授業実践力向上をめざして発足した本研修

会のこれまで全 24 回の経過概要（表２）及び成果〔註〕，そして今後の展望について論述した。 

公立中学校の教師が附属東雲中学校の生徒に授業できるようにしたこと，公開する授業を広島県中

学校教育研究会数学部会が運営する各支部の研修と連携してチームで作る形式で進められるよう

にしたことなど，広島県内の中学校数学科教師が協働で授業研修する体制づくりができた。 

 今後も，広島県内の中学校数学科教師の授業実践力向上に特化させ，広島大学附属東雲中学校

数学科が広島県中学校教育研究会数学部会及び広島市中学校教育研究会数学部会と連携しながら，

意図的・計画的・組織的・継続的な取り組みを展開していく。 

   



 

【 註 】 

本研修会の取り組みはこれまでに，教育雑誌（天野，2020a）や全国の教育研究大会冊子におけ

る中学校部会の実践発表筆頭頁（天野，2020b）でも紹介されている。また，令和２年度から６年

度までの５年間，公益財団法人日本教育科学研究所からの助成を受け，研修会を運営してきた。 
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